
第
一
回
国
勢
調
査
と
別
府

　
今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
ち
な
ん
で
大
正

九
年
（
一
九
二
〇
）
十
月
一
日
に
実
施
さ
れ
た
第
一
回
国
勢
調
査

に
つ
い
て
記
す
こ
と
に
し
た
。
実
は
私
の
祖
父
の
遺
品
に
『
日
本

国
勢
調
査
記
念
録
』
と
題
し
た
写
真
入
り
人
名
録
と
臨
時
国
勢
調

査
局
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
国
政
調
査
員
必
携
』
、
国
勢
調
査
申
告

書
（
写
）
、
照
査
表
（
写
）
な
ど
が
あ
る
の
で
、
現
在
の
別
府
市

域
の
調
査
員
の
紹
介
を
含
め
て
、
概
要
を
記
述
し
て
お
き
た
い
と

起
稿
し
た
次
第
で
あ
る
。
他
に
『
大
分
県
史
』
近
代
篇
Ⅲ
お
よ
び

『
大
分
歴
史
辞
典
』
（
Ｏ
Ｂ
Ｓ
大
分
放
送
・
平
成
二
年
刊
）
の
「
国

勢
調
査
」
の
項
を
参
照
し
た
以
外
は
、
あ
え
て
参
考
文
献
を
求
め

な
か
っ
た
の
で
、
考
察
は
遠
慮
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

一
、
第
一
回
国
勢
調
査
の
実
施
に
当
っ
て

　
臨
時
国
勢
調
査
局
が
発
行
し
た
『
国
政
調
査
員
必
携
』
は
、
Ａ

小
　
玉
　
洋
　
美

５
版
五
〇
頁
の
小
冊
子
で
あ
る
。
内
容
は
「
国
勢
調
査
の
概
要
」

「
調
査
員
の
特
に
注
意
す
べ
き
事
項
」
「
国
政
調
査
員
心
得
」
「
申

告
書
記
入
心
得
」
「
申
告
書
の
検
査
」
「
国
勢
調
査
申
告
書
様
式
」

な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
、
法
律
・
施
行
令
・
細
則
・
規
程
な
　
　
　
一

ど
を
付
録
と
し
て
い
る
。
以
下
に
記
す
の
は
、
す
べ
て
調
査
員
必
　
　
4
8

携
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
お
断
わ
り
し
て
お
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
一

ぺ
国
勢
調
査
は
何
の
為
に
行
な
い
ま
す
か
。

　
　
国
勢
調
査
と
い
う
の
は
、
国
家
社
会
の
実
況
を
調
べ
、
そ
の

　
国
に
お
け
る
社
会
組
織
の
内
容
と
、
国
民
生
活
の
実
状
と
を
審

　
か
に
し
、
善
政
の
基
礎
を
作
る
の
が
目
的
で
、
そ
れ
が
為
、
ま

　
ず
全
国
一
斉
に
Ｔ
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
実
地
の
調
査
を
行
う
の

　
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）

　
　
何
れ
の
国
で
も
戸
口
や
土
地
は
其
の
国
の
成
立
の
基
本
で
あ



り
ま
す
か
ら
、
我
邦
で
も
古
く
か
ら
、
人
別
の
調
査
を
し
て
居

る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
今
日
の
様
に
複
雑
な
社
会
に
な
り
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
調
べ
方
で
は
不
十
分
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
こ
で
ど
う
し
て
も
欧
米
諸
国
の
よ
う
な
、
国
勢
調

査
の
方
法
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
、

世
界
五
大
強
国
の
Ｉ
と
し
て
列
国
と
肩
を
並
べ
て
行
く
に
は
、

予
め
国
勢
の
基
本
に
な
る
も
の
を
正
確
に
調
べ
、
そ
の
正
確
な

る
統
計
に
依
っ
て
あ
ら
ゆ
る
国
家
の
施
設
を
行
は
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
（
中
略
）
こ
の
調
査
に
依
り
、
我
邦
の
社
会
状
態

を
実
地
に
測
量
す
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
こ
に
始
め
て
学

会
に
対
し
て
、
我
邦
固
有
の
基
本
資
料
を
供
給
す
る
こ
と
に
な

る
訳
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
こ
れ
は
広
く
全
国
に
わ
た
る
正
確
な

基
本
と
な
る
べ
き
統
計
調
査
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
今
後
は
あ
ら

ゆ
る
統
計
に
、
活
き
た
標
準
を
与
え
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

一
、
国
勢
調
査
は
何
を
調
べ
ま
す
か
。

　
今
度
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
は
本
年
十
月
一
日
午
前
零
時
に
、

萄
も
帝
国
の
版
図
内
に
現
存
す
る
一
々
に
就
い
て
、
内
外
人
の

別
な
く
、
∵
六
も
漏
さ
ず
、
　
氏
名
や
　
世
帯
に
お
け
る
地
位

　
　
男
女
の
別
　
出
生
の
年
月
日
　
配
偶
の
関
係
　
職
業
及
職
業

　
上
の
地
位
　
出
生
地
　
民
籍
別
ま
た
は
国
籍
別
と
い
う
八
つ
の

　
事
柄
を
、
実
地
に
正
確
に
調
べ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

三
、
調
査
を
何
時
行
い
ま
す
か
。
（
省
略
）

四
、
調
査
を
如
何
に
し
て
行
い
ま
す
か
。
（
省
略
）

五
、
国
勢
調
査
に
つ
い
て
一
番
に
何
を
求
め
ま
す
か
。

　
　
今
度
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
は
、
我
邦
で
は
最
初
の
試
み
で
、

　
調
査
す
る
者
も
調
査
さ
れ
る
者
も
、
共
に
経
験
の
な
い
こ
と
で

　
あ
る
上
に
、
第
一
回
の
調
査
と
し
て
欧
米
諸
国
で
行
な
っ
た
時

　
に
較
べ
て
み
る
と
、
今
度
は
類
例
の
な
い
ほ
ど
多
数
の
人
口
に

　
就
い
て
調
べ
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
挙
国
一
致
で
よ
く
調
査

　
の
趣
意
を
了
解
し
、
万
々
遺
憾
の
な
い
様
に
さ
れ
た
い
の
で
あ

　
り
ま
す
。
（
中
略
）
つ
ま
り
正
確
に
正
直
に
申
出
ら
れ
た
こ
と

　
が
集
っ
て
、
最
も
大
切
な
も
の
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

　
国
の
為
、
地
方
の
為
、
誠
に
緊
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
よ
く

　
承
知
さ
れ
、
自
ら
進
ん
で
、
正
確
で
正
直
な
申
出
を
さ
れ
た
い

　
の
で
あ
り
ま
す
。
（
後
略
）

以
上
の
趣
旨
を
普
及
徹
底
さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
大
正
九
年
九
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月
に
「
国
勢
調
査
数
へ
歌
」
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
全
二
〇
節
か

ら
成
り
、
漢
字
に
は
す
べ
て
ル
ビ
が
付
い
て
い
る
が
、
筆
者
の
判

断
で
外
し
て
あ
る
。

　
一
ッ
ト
ヤ
広
い
日
本
の
国
勢
を
映
す
大
鑑
の
こ
の
調
査

　
ニ
ッ
ト
ヤ
夫
婦
関
係
男
女
別
氏
名
や
世
帯
の
地
位
を
書
け

　
三
ッ
ト
ヤ
民
籍
国
籍
出
生
地
職
業
の
種
類
も
記
入
せ
よ

　
四
ッ
ト
ヤ
葦
簑
囲
や
天
幕
張
り
船
筏
の
世
帯
も
漏
ら
す
な
よ

　
五
ッ
ト
ヤ
家
屋
の
住
居
は
同
じ
で
も
生
計
が
違
え
ば
別
に
書
け

　
六
ッ
ト
ヤ
町
村
に
名
望
の
あ
る
人
々
が
勤
む
る
国
政
調
査
員

　
七
ッ
ト
ヤ
名
も
ま
だ
つ
け
な
い
嬰
児
で
も
Ｔ
人
の
数
と
心
得
よ

　
八
ッ
ト
ヤ
ハ
ッ
の
調
査
の
事
項
は
嘘
偽
わ
ら
ず
に
中
し
出
よ

　
九
ッ
ト
ヤ
戸
籍
と
違
う
た
年
齢
や
姓
名
も
真
実
を
そ
の
侭
書
く

　
　
　
　
　
と
知
れ

　
十
ト
ヤ
　
時
は
十
月
一
日
の
午
前
零
時
を
忘
る
る
な

　
　
　
（
以
下
省
略
）

　
以
上
は
当
時
の
わ
が
国
の
国
情
を
反
映
し
て
、
上
意
下
達
の
説

得
・
命
令
調
に
満
ち
て
い
る
が
、
国
政
調
査
員
に
対
し
て
は
特
に

注
意
す
べ
き
七
つ
の
事
項
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
調
査
員
に
対

し
て
「
申
告
義
務
者
を
し
て
本
事
業
に
努
力
さ
せ
る
た
め
、
特
に

内
閣
か
ら
任
命
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
か
ら
、
「
任
務
の
重
大
に

し
て
名
誉
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
会
得
し
」
勤
勉
忠
実
に
職
務
を

遂
行
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
五
章
三
十
条
か
ら
或

る
「
国
勢
調
査
員
心
得
」
が
内
閣
か
ら
訓
令
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
、
別
府
市
域
の
国
勢
調
査
に
つ
い
て

　
国
政
調
査
員
の
法
的
根
拠
は
、
大
正
七
年
九
月
二
十
六
日
付
け

の
勅
令
第
三
百
五
十
八
号
に
も
と
ず
い
て
い
る
。
こ
の
勅
令
は
、

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
発
布
さ
れ
た
「
国
勢
調
査
二
関

ス
ル
法
律
」
の
第
三
条
「
第
一
回
国
勢
調
査
ヲ
行
フ
ヘ
キ
時
期
ハ

勅
令
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
」
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
に

日
露
戦
争
が
あ
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
起
っ
た
の
で
国
勢
調
査

実
施
の
勅
令
は
延
期
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
勝
国
に
伍
し
た
わ
が
国

が
、
世
界
五
大
強
国
の
一
翼
を
荷
負
う
こ
と
と
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
大
正
七
年
の
「
国
勢
調
査
施
行
令
」
第
十
二
条
に

「
国
勢
調
査
ノ
事
務
ヲ
執
行
セ
シ
ム
ル
為
市
町
村
二
国
勢
調
査
員

ヲ
置
ク
」
と
規
定
さ
れ
、
第
十
三
条
で
は
「
国
勢
調
査
員
ハ
府
県

知
事
ノ
推
薦
二
依
り
内
閣
二
於
テ
之
ヲ
命
ス
。
国
政
調
査
員
八
名

-
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誉
職
ト
ス
」
ま
た
、
そ
の
任
務
は
「
府
県
知
事
又
ハ
市
町
村
長
ノ

指
揮
監
督
ヲ
承
ケ
（
中
略
）
申
告
用
紙
ノ
配
布
、
国
勢
調
査
申
告

書
の
蒐
集
其
ノ
他
之
二
伴
フ
諸
般
ノ
事
務
ヲ
執
行
ス
」
（
第
十
五

条
）
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
国
勢
調
査
員
が
「
前
条
ノ
職
務

ヲ
執
行
ス
ル
期
間
八
九
月
二
十
一
日
ョ
リ
十
月
五
日
マ
デ
」
（
第

十
条
）
と
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
次
い
で
、
翌
大
正
八
年
五
月
二
十
八
日
に
「
国
勢
調
査
施
行
細

則
」
（
閣
令
第
六
号
）
と
「
国
勢
調
査
地
方
事
務
取
扱
規
程
」
（
内

閣
訓
令
第
二
号
）
が
出
さ
れ
た
。
と
く
に
後
者
に
お
い
て
、
府
県

郡
市
町
村
の
事
務
の
詳
細
が
定
め
ら
れ
、
第
三
章
第
四
節
で
「
国

勢
調
査
員
の
訓
練
及
準
備
調
査
」
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
触
れ
る
余
裕
が
な
い
。

　
さ
て
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
出
版
さ
れ
た
『
日
本
国

勢
調
査
記
念
録
』
（
第
三
巻
・
大
分
県
）
を
み
る
と
、
現
在
の
別

府
市
域
の
調
査
員
は
二
Ｉ
名
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
別
府
町
八
名
、

朝
日
村
六
名
、
石
垣
村
五
名
、
御
越
町
一
名
お
よ
び
石
城
川
村
の

内
戚
地
区
一
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
速
見
郡
の
調
査
員
総
数
三
七
五

名
の
一
八
八
Ｉ
セ
ン
ト
弱
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
有
料
で
あ
っ
た
記

念
録
の
掲
載
に
応
じ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
町
村
別
の
調

大正９年国勢調査時の世帯数と人口

世帯数 総人口 男人口 女人口

別府町 6,340 28,633 13,795 14,838

石垣村 764 3,738 1,870 1,868

朝日村 577 3,006 1,494 1,512

御越町 939 4,694 2,777 2,417

査
員
数
は
「
国
勢
調
査
地
方
事
務

取
扱
規
程
」
（
大
正
八
年
五
月
二

十
八
日
、
内
閣
訓
令
第
二
号
）
の

第
二
十
三
条
に
照
ら
す
と
、
一
調

査
員
の
平
均
受
持
世
帯
数
は
、
人

ロ
ー
万
人
未
満
は
五
〇
戸
、
一
万

人
以
上
六
〇
戸
、
三
万
人
以
上
八

〇
戸
で
あ
る
。
上
の
表
に
示
す
大

正
九
年
の
世
帯
数
と
人
口
か
ら
推

測
す
る
と
別
府
町
は
世
帯
数
が
六

三
四
〇
で
あ
る
か
ら
、
規
程
に
よ

る
と
七
〇
人
以
上
の
調
査
員
を
要

す
る
こ
と
に
な
る
。
『
日
本
国
勢

調
査
記
念
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
八

入
以
外
に
多
数
の
調
査
員
が
居
た

と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
御
越

町
は
世
帯
数
が
九
三
九
も
あ
っ
た

の
に
、
掲
載
し
た
調
査
員
は
▽
Ａ

し
か
い
な
い
。
規
定
第
一
一
十
三
条

-51



の
第
四
項
に
「
特
別
ノ
事
業
ア
リ
分
割
セ
ザ
ル
ヲ
便
ト
ス
ル
場
合

二
於
テ
ハ
、
二
町
村
ヲ
以
テ
ー
調
査
地
区
ト
ス
ル
コ
ト
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
に
し
て
も
、
短
期
間
の
調
査
で
あ
る
か
ら
調
査
員
が

一
名
で
約
一
〇
〇
〇
戸
の
国
勢
調
査
事
務
を
遂
行
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
補
記
四
参
照
）

　
し
た
が
っ
て
、
次
に
示
す
調
査
員
の
氏
名
と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は

第
一
回
国
勢
調
査
員
の
全
員
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　
安
藤
樫
造
　
　
君
は
別
府
町
の
国
勢
調
査
員
に
し
て
、
商
業
に

　
　
　
　
　
　
　
従
事
し
専
心
家
業
の
発
展
に
努
力
し
、
傍
ら
区

　
　
　
　
　
　
　
長
其
他
に
挙
げ
ら
れ
町
政
に
開
し
尽
卒
倖
し
あ

　
　
　
　
　
　
　
り
。
文
久
二
年
十
月
四
日
生
る
年
六
十

　
永
富
　
亘
　
　
君
は
別
府
町
の
国
勢
調
査
員
に
し
て
、
旅
館
を

　
　
　
　
　
　
　
営
み
専
心
家
業
の
発
展
に
精
励
し
あ
り
。
曾
て

　
　
　
　
　
　
　
米
国
に
渡
航
し
、
農
業
其
他
の
研
蹟
に
努
め
、

　
　
　
　
　
　
　
帰
朝
後
地
方
開
発
の
為
に
尽
輝
し
あ
り
。
明
治

　
　
　
　
　
　
　
八
年
十
二
月
二
十
八
日
生
る
年
四
十
七

　
山
田
指
平
　
　
君
は
別
府
町
の
国
勢
調
査
員
に
し
て
、
旅
館
業

　
　
　
　
　
　
　
を
営
み
、
明
治
三
十
七
・
八
年
戦
役
に
参
加
し

　
　
　
　
　
　
　
功
あ
り
。
現
今
区
長
に
推
さ
れ
村
治
に
関
し
尽

　
　
　
　
　
　
輝
し
あ
り
。
明
治
九
年
七
月
生
る
年
三
十
六

岡
本
友
太
郎
　
君
は
別
府
町
の
国
勢
調
査
員
に
し
て
、
農
業
に

　
　
　
　
　
　
従
事
し
、
資
性
温
厚
篤
実
を
以
て
知
ら
れ
、
区

　
　
　
　
　
　
長
に
挙
げ
ら
れ
地
方
開
発
の
た
め
尽
輝
す
る
所

　
　
　
　
　
　
す
く
な
か
ら
ず
。
文
久
元
年
三
月
十
五
日
生
る

　
　
　
　
　
　
年
六
十
一

哉
崎
丈
吉
　
　
君
は
別
府
町
の
国
勢
調
査
員
に
し
て
、
現
に
消

　
　
　
　
　
　
防
小
頭
、
町
会
議
員
、
農
業
評
価
議
員
等
に
推

　
　
　
　
　
　
さ
れ
、
村
治
の
改
善
及
び
農
業
の
発
達
な
ど
に

　
　
　
　
　
　
関
し
貢
献
す
る
所
少
な
か
ら
ず
。
明
治
十
二
年

　
　
　
　
　
　
十
二
月
八
日
生
る
。
年
四
十
三

糸
永
常
一
　
　
君
は
別
府
町
の
国
勢
調
査
員
に
し
て
、
農
業
に

　
　
　
　
　
　
従
事
し
専
心
家
業
の
発
展
に
努
め
、
傍
ら
区
長

　
　
　
　
　
　
代
理
其
他
に
挙
げ
ら
れ
地
方
開
発
の
た
め
侭
輝

　
　
　
　
　
　
し
あ
り
。
明
治
十
四
年
三
月
十
一
日
生
る

　
　
　
　
　
　
年
四
十
一

友
永
繁
太
郎
　
君
は
別
府
町
の
国
勢
調
査
員
に
し
て
、
農
業
に

　
　
　
　
　
　
従
事
し
、
傍
ら
区
長
代
理
其
他
に
挙
げ
ら
れ
地

　
　
　
　
　
　
方
開
発
の
た
め
尽
鰯
し
あ
り
、
明
治
三
年
八
月
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二
十
二
日
生
る
。
年
五
十
二

溝
口
八
郎
　
　
君
は
石
垣
村
の
国
勢
調
査
員
に
し
て
、
曾
て
衛

　
　
　
　
　
　
生
組
長
、
農
会
議
員
、
区
長
、
産
牛
馬
組
合
評

　
　
　
　
　
　
議
員
、
部
会
議
員
、
学
務
委
員
等
に
推
挙
せ
ら

　
　
　
　
　
　
れ
、
郷
村
の
福
利
増
進
の
た
め
尽
輝
し
、
功
績

　
　
　
　
　
　
甚
大
な
り
し
が
目
下
村
会
議
員
た
り
。
明
治
三

　
　
　
　
　
　
年
四
月
生
る
。

大
野
島
吉
　
　
君
は
石
垣
村
の
国
勢
調
査
員
に
し
て
、
村
会
議

　
　
　
　
　
　
員
に
選
挙
せ
ら
れ
、
村
治
に
干
与
し
之
れ
が
刷

　
　
　
　
　
　
新
に
尽
痙
‥
す
る
所
す
く
な
か
ら
ず
。
明
治
三
年

　
　
　
　
　
　
六
月
生
る
。
年
五
十
二

熊
谷
馬
三
百
　
君
は
石
垣
村
の
国
勢
調
査
員
に
し
て
、
農
業
に

　
　
　
　
　
　
従
事
し
刻
苦
精
励
家
業
の
発
展
に
努
め
、
資
性

　
　
　
　
　
　
温
厚
篤
実
を
以
て
知
ら
れ
る
。
明
治
十
四
年
三

　
　
　
　
　
　
月
一
日
生
る
。
年
四
十
一

荒
金
和
三
郎
　
君
は
石
垣
村
の
国
勢
調
査
員
　
写
真
の
み
掲
載

甲
斐
市
三
郎
　
君
は
石
垣
村
の
国
勢
調
査
員
　
仝

後
藤
熊
吉
　
　
君
は
朝
日
村
の
国
勢
調
査
員
に
し
て
、
明
治
三

　
　
　
　
　
　
十
七
・
八
年
戦
役
に
従
軍
し
、
功
に
拠
り
勲
八

　
　
　
　
　
　
等
に
叙
し
白
色
桐
葉
章
を
下
賜
せ
ら
れ
、
除
隊

　
　
　
　
　
　
後
村
役
場
書
記
。
現
今
尚
商
業
組
合
長
に
選
ば

　
　
　
　
　
　
れ
あ
り
。

加
藤
憲
六
　
　
君
は
朝
日
村
の
国
勢
調
査
員
に
し
て
、
曾
て
塵

　
　
　
　
　
　
学
校
を
卒
業
し
一
年
志
願
兵
と
し
て
入
隊
。
除

　
　
　
　
　
　
隊
後
塵
商
務
省
大
分
種
牛
所
に
奉
職
し
、
現
今

　
　
　
　
　
　
村
会
議
員
に
挙
げ
ら
れ
あ
る
。

後
藤
達
吉
　
　
君
は
朝
日
村
の
国
勢
調
査
員
　
写
真
の
み
掲
載

末
松
利
治
　
　
君
は
朝
日
村
の
国
勢
調
査
員
に
し
て
、
塵
を
以

　
　
　
　
　
　
て
業
と
し
殊
に
果
樹
栽
培
に
堪
能
に
し
て
、
斯

　
　
　
　
　
　
業
の
改
善
発
達
に
努
力
し
あ
り
。
明
治
二
十
一

　
　
　
　
　
　
年
四
月
二
日
生
る
。
年
三
十
四

松
川
善
作
　
　
君
は
朝
日
村
の
国
勢
調
査
員
に
し
て
、
農
業
に

　
　
　
　
　
　
従
事
し
専
心
家
業
の
発
展
に
精
励
し
あ
り
。
明

　
　
　
　
　
　
治
十
七
年
九
月
八
日
生
る
。
年
三
十
八

加
藤
　
銭
　
　
君
は
朝
日
村
の
国
勢
調
査
員
　
氏
名
の
み
掲
載

高
橋
定
雄
　
　
君
は
御
越
町
の
国
勢
調
査
員
に
し
て
、
亀
川
郵

　
　
　
　
　
　
便
局
長
。
豊
岡
共
立
貯
蓄
銀
行
等
に
就
任
し
、

　
　
　
　
　
　
県
会
議
員
、
郡
農
会
副
会
長
、
町
会
議
員
等
に
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推
さ
れ
自
治
の
刷
新
に
尽
陣
し
つ
つ
あ
り
。
年

　
　
　
　
　
　
三
十
四

大
野
秀
雄
　
　
君
は
大
分
郡
石
城
川
村
の
国
勢
調
査
員
に
し
て

　
　
　
　
　
　
果
樹
栽
培
を
業
と
し
青
年
団
支
部
長
、
字
伍
長

　
　
　
　
　
　
等
に
推
挙
せ
ら
れ
、
郷
村
発
展
の
た
め
尽
倖
し

　
　
　
　
　
　
つ
つ
あ
り
。
明
治
二
十
年
一
月
生
る
。
年
三
十

　
　
　
　
　
　
五

補
記
一
、
別
府
市
制
の
施
行
は
大
正
十
三
年
四
月
一
日
で
あ
る
。

二
、
大
正
十
四
年
速
見
郡
教
育
会
編
『
豊
後
速
見
郡
史
全
』
に
よ

　
る
と
、
大
正
七
年
三
月
に
着
任
し
た
速
見
郡
長
竹
田
武
男
は
、

　
同
十
年
二
月
国
勢
院
に
転
任
し
て
い
る
。
ま
た
同
九
年
七
月
、

　
郡
役
所
に
臨
時
国
勢
調
査
課
が
設
置
さ
れ
、
主
任
に
郡
第
一
課

　
長
、
副
主
任
に
第
二
課
長
、
課
員
に
十
四
名
の
書
記
と
郡
視
学

　
一
名
が
任
命
さ
れ
て
速
見
郡
の
実
務
を
担
当
し
て
い
る
。

三
、
昭
和
四
十
八
年
刊
行
の
『
別
府
市
誌
』
四
三
頁
に
は
、
大
正

　
九
年
第
一
回
国
勢
調
査
の
戸
数
六
三
三
九
、
人
口
二
万
八
六
四

　
　
七
人
と
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
大
正
九
年
の
『
大
分
県
統
計

　
書
』
お
よ
び
内
閣
統
計
局
が
発
表
し
た
『
国
勢
調
査
報
告
』
府

　
県
の
部
第
四
一
巻
大
分
県
（
昭
和
三
年
二
月
東
京
統
計
協
会
発

　
行
）
に
所
載
の
「
市
町
村
要
覧
表
」
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
本

　
稿
に
掲
載
し
た
『
日
本
国
勢
調
査
記
念
録
』
の
世
帯
数
と
人
口

　
の
数
値
に
、
多
少
の
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
参
考
ま
で
に
例
示
す
る
と
、
別
府
町
で
は
、
前
者
の
世
帯
数

　
は
後
者
よ
り
Ｉ
少
な
く
、
人
口
は
一
四
人
多
い
。
石
垣
村
は
、

　
世
帯
数
は
両
者
と
も
に
同
数
で
あ
る
が
、
人
口
は
前
者
が
二
人

　
多
い
。
朝
日
村
は
、
前
者
の
世
帯
数
が
Ｉ
少
な
い
が
人
口
は
両

　
者
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。
御
越
町
も
、
前
者
の
世
帯
数
が
一
少

　
な
い
が
、
人
口
は
両
者
と
も
に
同
じ
と
な
っ
て
い
る
。

四
、
大
正
九
年
八
月
四
日
付
け
の
大
分
県
告
示
第
三
〇
六
号
に

　
「
国
勢
調
査
員
左
ノ
通
り
七
月
二
〇
日
内
閣
二
於
テ
任
命
セ
ラ

　
レ
タ
リ
」
と
あ
っ
て
、
県
内
各
市
町
村
の
国
政
調
査
員
の
氏
名

　
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
別
府
町
に
は
九
七
名
、

　
石
垣
村
に
は
こ
一
名
？
、
朝
日
村
に
は
一
四
名
、
御
越
町
に
は

　
二
六
名
の
調
査
員
が
任
命
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
（
大
分
県
立
図
書
館
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
「
大
分
新
聞
」

　
大
正
九
年
八
月
七
日
号
に
よ
る
）
。
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